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平
成
型
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
７
日
か
ら
胴
日
ま
で
の
９
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
平
成
別
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
。
改
正
な
ど
訂
議
案
、

お
よ
び
発
委
１
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

Ｌ

平
成
筋
年
１
月
ｎ
日
か
ら
、
山

梨
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
。

町
で
は
「
害
」
を
中
心
に
展
示
な

ど
を
行
い
、
書
道
文
化
の
向
上
を

図
る
。
碑
林
公
園
は
、
平
成
６
年
８
月

に
開
園
、
昭
年
が
経
過
し
劣
化
が

み
ら
れ
る
箇
所
の
改
修
を
行
う
。

主
に
、
通
路
の
改
修
や
東
屋
の
塗

装
、
碑
の
修
繕
な
ど
で
あ
る
。
書

道
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
を
な
す

碑
林
公
園
を
中
心
に
、
県
内
外
か

ら
の
参
加
者
、
観
覧
者
の
来
訪
に

期
待
し
た
い
。

大
門
碑
林
公
園
施
設

改
修
工
事
費

４
，
５
４
２
万
６
千
円

／

、

、

碑
林
公
園
の
改
修
で

害
の
町
ア
ピ
ー
ル

〆亀
ノ

縁石i劃i眉

礎 東屋

平成24年８月１日発行第28号

現地調査

要|鰐率
印瀕

聴実急

両 『

Ｊ
ｒｄ
，

－画内

蛤

一一一娠鰯唖●

．と司鐘唾観唖

ｒ，

密
Ｊ
，

瀞

里蝿への

、
砧
Ｉ

②

ノ

L牙宅呈亨 一．－吋

露悪111堅塁雲雲慧鍵

瀦府躍冒

戸．

、

、／

国
民
文
化
祭
っ
て
な
に
？

国
民
文
化
祭
は
、
全
国
各
地

で
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
を
全
国

的
規
模
で
発
表
、
競
演
し
、
交
流

の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
民
の
文
化
活
動
へ
の
参
加
の

機
運
を
高
め
、
新
し
い
芸
術
文

化
の
創
造
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
た
国
内
最
大
の
文
化
イ
ベ

ン
ト
で
す
。



③いちかわみさと議会だより

周一偽

ＰＯａ■ｅ母二心Ｆ二心GqgqIガ少⑰ハヨ”逼吋'､い

好
『~ぞ

冒頭

｡ｚ紐らの皿竺露モグ夢～辺′つむ、や。ご夢疋昇⑮ロつ万民【丁司ら

多¥署ヱＳ回函星雲ごイヒ婁霊・や壷なしヱ0.1ヨ
エＦ唾之gzV室1門1Ｚロ【ゴー］胸11画１．口【ロ］

瞳詞陸畔上_心ョ.6胸冊に６－殉.t6卸.唖旦ヴ9x】FJJ陰函畢、ＨＲＲ戸エユ子冨6U宛Ｊ
７画hg⑩111＝ｍＵＪＭﾔ睡詞甜琶セゴ和巾吠Ｐ１ｍＯユ

平成25年８月７日（水）

富尭蕊妻雪し

ー

③祷

W１
Ｑタ丘開

’

"も、三 一三 二妻戸

、

亀
爾
の
縄
色

紙
の
郷
よ
則
『
書
」
未
照
へ

改修予定の碑林公園

~

●美

平

議
会
墓
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て

小
委
員
会
設
置

ノ

委
員
８
人
で
構
成

笠
井
雄
一

遠
藤
浩

小
林
一
史

内
田
利
明

村
松
武
人

内
藤
優

松
野
清
貴

一
瀬
正

ｒ可

、／

平
埋

２
０
０
０
年
、
地
方
分

権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、

自
治
体
の
黄
任
と
権
限
が

拡
大
。
そ
れ
に
伴
い
議
会

の
果
た
す
べ
き
役
割
も
大

き
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た

現
状
に
対
応
す
る
た
め
に
、

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、

議
会
の
活
性
化
と
充
実
を

図
っ
て
い
く
こ
と
を
議
会

改
革
特
別
委
員
会
で
決
定
。

策
定
委
員
会
で
あ
る
小
委

冒
臭
云
を
６
月
肥
Ⅱ
に
設
置
し
、

今
後
、
制
定
に
向
け
た
調

査
研
究
を
進
め
て
い
く
。
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一般会計補正予

廷_ノ

計 補 算
(万円未満は四捨五入）

地方交付税

国庫支出金

県支出金

諸収入

5,685万円

７２万円

493万円

255万円

収
入
の
お
も
な
内
訳
は

収入支出の補正額は

補正額6,505万円

総額８２億312万円
Ｉ

農林水産業費

衛生費

おもな使いみち

教育費

平成24年８月１日発行第28号

総務費 商工費

プレミアム付商品券発行事業

助成補助金追加

緊急雇用創出事業委託料追加

花火会場河川敷立木･流木処分

委託料

大門碑林公園施設改修工事費

六郷支所イベント用備品購入費 265万円
f一

６０万円

349万円

画

民生費

２３１万円

4,543万円
後期高齢者医療特別会計

繰出金追加

私立保育所乳幼児保育
促進事業補助金

50万円

30万円

橋場下地内水路改修工事

測量業務委託料315万円

教育費

市川南小･中学校緊急地震速報

受信システム導入工事費

市川給食ｾﾝﾀー 屋上ドﾚﾝ雨水漏水修繕費

大塚町民プール改修工事讃

可決全会一致

土木費

承認全会一致

可決全会一致

子宮頚がん検診ＨＰＶ検査

委託料追加 49万円

･個人情報保護条例中改正等７件

衛生費

土木費

『ぬ

･税条例中改正等専決処分３件

･平成23年度一般会計･簡易水道

特別会計補正予算専決処分

･暴力団排除条例の制定

平成24年度一般会計補正予鈍(第１号）

国民健康保険特別会計等補正予算７件

訴えの提起３件

財産区符理会委貝の選任２件

取訓べの全過程の可視化を求める意見:１１ドの提出

結果

民間木造住宅耐震診断委託料追加

民間木造住宅耐震改修設計補助金

４５万円

１００万円
大塚町民プール

可決全会一致

可決全会一致

111決全会一致

同意全会一致

採択全会一致

◎第２回定例会（６月7日～１５日） 結果

農林水産業費

承認全会一致

審議結果
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三珠陸橋１完成はいつ？

、

／ 、

〆
ノ

や
は
ぎ
う
え
の

町
道
矢
作
上
野
線
は
、
主
要
地
方
道
甲
府
市
川
一
二
郷
線
を
起
点
と
し
、
広

域
農
道
に
接
続
す
る
路
線
で
全
長
７
４
８
ｍ
の
内
、
２
９
０
ｍ
を
整
備
す
る
。

本
路
線
は
、
三
珠
支
所
・
保
育
所
・
児
童
館
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
、
上
野
小
学
校
・
三
珠
中
学
校
の
通
学
路
と
し
て
重
要
な
路
線
で
あ
り
、

近
年
は
住
宅
化
が
進
み
通
行
車
両
や
通
学
学
童
も
増
加
し
て
い
る
。
橋
梁
部

は
幅
員
が
狭
く
、
車
両
の
す
れ
違
い
も
附
難
で
歩
道
も
無
い
た
め
非
常
に
危

険
な
状
態
で
あ
る
。

、

箇所名

事業着手年度

事業完了年度

全体事業没

事業延長

道路幅員

用地買収面積

進捗状況

市川三郷町上野字町屋～市川三郷'111.上野字峠沢

平成22年度

平成29年度

約'’億円

２９０ｍ

8.75ｍ(束道幅員5.50ｍ）
3081㎡

川地は全体の99％を取得済み、残り（３１㎡）

についても平成24年度内に買収予定。

本工瓢は平成24年度より蒲手予定。

'1|橋撤去を含め、完成は平成30年3Mを予定
している。

、 ノ

、

４

、

●
条
例
の
制
定
・
改
正

⑤いちかわみさと議会だより

、

、

ノ

／ 、 〆 、 〆 、 ／ 、

手
数
料
条
例
の
改
正

印
鑑
条
例
の
改
正

個
人
情
報
保
護
条
例
の
改
正

暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定

と登I玉｜
に録人’１

伴制の本

塁票歪塁
里廃対を
止し有
さ、し

れ外な
た国い
こ人外

県
の
施
策
に
歩
調
を
合
わ
せ
、

町
民
生
活
の
安
全
と
平
穏
を

確
保
す
る
た
め
の
制
定
。

（
県
内
全
て
の
市
町
村
で
年
内

に
制
定
さ
れ
る
。
）

外
国
人
登
録
済
証
明
書
等

の
書
類
が
不
要
と
な
っ
た
た
め
、

関
係
料
金
の
項
目
を
削
る
も
の
。

条
例
の
制
定
・
改
正

続
き
条
項
の
改
正
。

な
る
こ
と
が
出
来
る
改
正
。

個
人
情
報
開
示
請
求
の
手

法
人
が
未
成
年
後
見
人
に

、

、 ノノ

適
用
引
用
条
項
の
改
正
に

、

ノ ノ ノ

、

、 、ノ

／

水
防
協
議
会
条
例
の
改
正

／ 、

ひ
と
り
親
家
庭

医
療
萱
助
成
に
関
す
る

条
例
の
改
正

／

下
水
道
条
例
の
改
正

／

心
身
障
害
児
福
祉
手
当

支
給
条
例
の
改
正

「
社
会
福
祉
事
業
法
」
を
「
社

会
福
祉
法
」
に
、
知
的
障
害

児
施
設
３
施
設
を
「
障
害
児

入
所
施
設
」
に
改
め
る
。

よ
る
変
更
。

年
少
扶
養
親
族
に
対
す
る

扶
養
控
除
の
廃
止
等
、
一
部

改
正
。 「

財
団
法
人
」
か
ら
「
公
益

財
団
法
人
」
へ
変
更
。

（
公
益
法
人
及
び
公
益
財
団
法

人
の
認
定
に
関
す
る
法
律
に

よ
り
法
人
名
を
変
更
。
）



『

報告
質疑の－部を

要旨のみ掲載します

問
暴
力
団
排
除
条
例
が
制
定

さ
れ
た
が
、
町
民
の
安
全
・
保

護
は
確
保
で
き
る
か
。

長
津
総
務
課
長
県
警
と
協
力
し
、

万
全
な
措
置
を
と
っ
て
い
く
。

問
正
職
員
と
臨
時
職
員
と
で

は
職
務
が
違
う
の
か
。

総
務
課
長
地
方
公
務
員
法
の

採
用
で
あ
る
た
め
、
職
務
は
同
じ
。

問
土
砂
災
害
等
の
訓
練
で
の

議
会
と
し
て
の
対
応
は
。

総
務
課
長
今
回
の
地
域
防
災

計
画
で
明
確
に
位
置
付
け
る
。

問
防
災
備
蓄
倉
庫
は
、
何
ヶ
所

設
置
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
今

後
の
予
定
は
。

総
務
課
長
皿
ヶ
所
設
置
さ
れ

て
お
り
、
簡
易
的
な
備
蓄
倉
庫

の
設
置
を
考
え
て
い
く
。

問
外
国
人
登
録
法
改
正
に
伴

う
、
住
民
基
本
台
帳
の
適
用
対

象
者
は
。

望
月
町
民
課
長
登
録
者
２
７

１
名
で
１
４
５
世
帯
、
そ
の
内

ｎ
名
６
世
帯
が
所
在
不
明
で
あ
る
。

問
心
身
障
害
児
福
祉
手
当
支

給
条
例
の
改
正
に
よ
る
、
メ
リ
ッ

ト
は
。

青
柳
福
祉
支
援
課
長
福
祉
型

と
医
療
型
の
入
所
施
設
に
再
編

さ
れ
、
支
援
か
ら
給
付
と
言
う

考
え
に
変
り
、
よ
り
生
活
支
援

部
分
で
充
実
さ
れ
る
。

問
富
士
見
・
市
川
保
育
所
の

統
合
の
考
え
は
あ
る
か
。

町
長
用
地
取
得
を
含
め
る
と

か
な
り
の
金
額
と
な
る
が
、
園

児
の
命
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

非
常
に
重
要
で
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
最
善

策
を
選
定
す
る
。

問
新
た
に
私
立
保
育
園
乳
幼

児
保
育
促
進
事
業
の
訓
万
円
の

計
上
は
。

和
田
保
育
課
長
乳
幼
児
を
対

象
に
し
た
福
祉
事
業
な
の
で
、

科
目
変
更
し
た
。

Ｉ

Ｐ
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総
務
教
育
鴨

Ｌ

防災備蓄倉庫

問
通
学
路
の
安
全
確
認
を
行
っ

た
か
。

教
育
長
町
内
皿
校
の
通
学
路

の
緊
急
点
検
を
実
施
し
た
。
お

よ
び
集
団
登
校
時
、
上
級
生
の

引
率
指
導
を
徹
底
す
る
よ
う
指

示
し
た
。

問
六
郷
巾
学
校
の
特
別
教
室

の
設
計
は
、
ま
た
工
事
は
一
般

競
争
か
、
指
名
競
争
か
、
分
離

発
注
か
。

網
倉
教
育
総
務
課
長
設
計
は

終
っ
て
お
り
、
本
体
工
事
は
１
億

円
を
越
え
る
た
め
一
般
競
争
、

電
気
設
備
と
機
械
設
備
は
、
指

名
競
争
入
札
の
予
定
で
あ
る
。

問
学
校
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
つ
い
て
。

教
育
総
務
課
長
防
災
知
識
の

あ
る
専
門
家
で
あ
り
、
市
川
南

小
学
校
に
配
属
さ
れ
る
。

問
緊
急
地
震
速
報
受
信
シ
ス

テ
ム
は
新
規
事
業
だ
が
、
今
後

も
継
続
さ
れ
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長
今
年
度
、
県

内
で
６
校
指
定
さ
れ
る
が
、
来

年
度
以
降
は
未
定
。

問
子
宮
頚
が
ん
瓜
ｒ
Ｐ
Ｖ
検

診
及
び
、
ポ
リ
オ
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
の
実
施
時
期
は
。

一
瀬
い
き
い
き
健
康
課
長
Ｈ

Ｐ
Ｖ
検
診
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
と

併
用
し
７
月
１
日
か
ら
来
年
１

月
末
を
予
定
、
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
、
県
と
協
議
し
て
い
る
。

市川保育所

⑬

※
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
診
と
は

子
宮
頚
が
ん
の
原
因
と
な
る
、

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
の
有
無
を
判
定
す
る
検
査

厚
生



Ｉ
Ｆ
ｑ
ｄ

壁一望

開催日
６／1２

ｈ

常任委員会星ヨ

問
観
光
費
、
創
出
事
業
委
託

料
の
詳
し
い
説
明
を
。

産
業
振
興
課
長
商
工
会
に
、
の
っ

ぷ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
Ｐ
Ｒ
を

委
託
し
た
。

問
花
火
資
料
館
の
管
理
委
託

料
は
。

産
業
振
興
課
長
花
火
会
社
が

中
心
に
管
理
、
年
間
３
ヶ
月
分

の
人
件
費
６
６
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

問
年
々
入
場
者
が
減
っ
て
い

る
が
、
検
討
し
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長
昨
年
度
３
，

３
９
７
人
の
入
園
者
数
で
あ
っ
た
。

新
し
い
碑
を
追
加
す
る
こ
と
も

含
め
て
、
関
係
者
と
相
談
し
た
い
。

問
碑
林
公
園
の
改
修
工
事
費

４
千
５
０
０
万
円
は
、
当
初
予

算
に
計
上
す
べ
き
で
は
。

丹
沢
産
業
振
興
課
長
工
程
の

粘
査
、
積
算
に
時
間
が
掛
か
り

６
月
に
な
っ
た
。

⑪いちかわみさと議会だより

土
木
環
境

厩

霞職鍵
懸峨｡霊

亀二

哩一参１，１Ｉ

、

問
民
間
木
造
住
宅
耐
震
改
修

設
計
補
助
金
の
利
用
状
況
は
。

加
藤
建
設
課
長
今
年
度
は
耐

震
診
断
が
９
戸
、
耐
震
設
計
が

１
戸
申
請
さ
れ
て
い
る
。

間
遅
れ
て
い
る
、
市
川
地
区

の
下
水
道
工
事
の
見
通
し
は
。

産
業
振
興
課
長
水
質
障
害
の

関
係
な
ど
で
、
県
や
地
元
と
協

議
し
進
め
て
い
く
。

~

』

一

灘_！

Ｌ

研修会

Ｐ

全
国
町
村
議
長
会
議
長
副
議

長
研
修
は
、
５
月
別
日
、
知
日
の

２
日
間
、
東
京
都
港
区
メ
ル
パ
ル
ク

ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
、
全
国

か
ら
１
，
５
０
０
人
余
り
が
参
加

し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
埼
玉
県
嵐
山

（
ら
ん
ざ
ん
）
町
議
会
よ
り
、

町
民
に
開
か
れ
町
民
参
加
を
推

進
す
る
議
会
活
性
化
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
今
村
都
南
雄
山

学
大
教
授
ら
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
、
今
後
の
町
村

議
会
の
あ
り
方
と
自
治
制
度
と

し
て
３
時
間
に
お
よ
ぶ
談
論
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
国
の

法
改
正
に
よ
る
動
き
と
、
自
治

体
議
会
の
自
主
的
な
動
き
に
よ

り
変
化
し
て
い
る
議
会
の
現
状

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、

住
民
の
目
は
厳
し
く
、
定
数
や

報
酬
な
ど
の
議
論
に
理
解
が
得

ら
れ
な
い
現
状
が
あ
り
、
住
民

と
の
対
話
や
協
調
体
制
を
ど
う

構
築
す
る
の
か
な
ど
課
題
と
し

て
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ全国
町
村
議
長
会
議
長
副
議
長
研
修
報
告
Ｌ

花火資料館

町
村
離
公
砿
長
・
別
離
災
研
修
会

邑
０
■
■
Ｉ

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
後
の

日
米
文
化
の
違
い
を
山
形
弁
研

究
家
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
氏
、

健
康
管
理
に
つ
い
て
東
京
医
科

歯
科
大
学
名
誉
教
授
藤
田
紘
一

郎
氏
が
識
議
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
議
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
成
果
を
得
た
研
修
で
あ
り

ま
し
た
。

『

~

Ｉ

鋪
・
・
一
卜
し
川Ｉ



因内藤優議員

１「新病院設置推進室｣設置の経緯と事務分掌について。

般
質
間

■宮崎博巳議員

１地域防災力向上のため､減災リーダーの育成を。

２リサイクルの推進で資源の有効活用を。

３災害に強く環境にやさしいフォレストベンチエ法について。

■川崎充朗議員

１災害､非常時の飲料水の確保を。

２災害｢防災士lの資格取得の促進を。

第２回定例会一般質問一覧

田笠井雄一議員

１地域防災計画の進ちょく状況は。

困一瀬正議員

１新病院設置推進室の目的は。

２生活困窮者の就職支援相談窓口を。

３国民健康保険の広域化に対する見解は。

４介護保険会計へ一般財源からの繰り入れを。

５資格証明書受給者の実態調査について。

町
動

を
た
だ
す

伊阜

■土屋悪三郎議員

１公共工事入札の改善について。

①1,000万円以上の工事は一般競争入札に。

②公募型､希望型､指名入札の導入を。

／ 、

ｂ議会傍聴にお出かけください℃

⑬平成24年８月１日発行第28号

‐

ノ

次回定例会は９月中旬に予定されています。

傍聴の定員

本会議３０人委員会各８人

６月定例会の傍聴実績(のべ人数）

本会議２２人委員会３人

会議検索システム利用件数１月から６月まで２，１５４件

お問い合わせ議会事務局ＴＥＬＯ５５－２７２－１１０Ｂ

Ｕ
Ｓ
人
の
議
員
が
皆
一
間

掲
載
は
要
旨
の
み
と
し
ま
す
。

議
事
録
は
議
会
事
務
局
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
本
会
議
の
議
事

録
を
検
索
で
き
ま
す
。

、



問
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

町
長
７
月
中
に
素
案
を
ま
と

め
、
県
と
の
協
議
結
果
を
受
け
、

町
防
災
会
議
に
諮
り
、
皿
月
末

ま
で
に
印
刷
製
本
す
る
予
定
。

一

般
質
間

問
地
域
特
性
や
災
害
史
を
踏

ま
え
、
具
体
的
な
防
災
計
画
策

定
の
進
捗
状
況
は
。

町
長
一
般
災
害
編
の
概
要
・

災
害
予
防
計
画
ま
で
着
手
し
、

災
害
応
急
対
策
計
画
は
本
部
の

体
制
、
職
員
の
配
備
基
準
の
設

定
等
を
行
っ
て
い
る
。

「
４

Ｆ
’

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
Ｉ

地
域
防
災
計
画
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
皿

ｌ
県
の
計
画
を
墓
に
修
正
事
項
の

ー詞

。！‘
１ｋ

Ｆ
‐
』

問
過
去
の
災
害
史
等
を
考
慮

す
る
中
で
避
難
場
所
・
経
路
の

安
全
性
は
。

町
長
先
人
の
知
恵
、
生
活
文

化
を
含
め
た
幅
広
い
視
点
か
ら

自
主
防
災
組
織
を
し
っ
か
り
構

問
計
画
の
修
正
は
ど
の
よ
う

な
部
分
に
、
重
点
を
置
い
て
い

る
の
か
。

町
長
避
難
所
の
対
象
地
域
の

枠
組
み
、
避
難
勧
告
等
の
具
体

的
な
発
令
基
準
の
設
定
等
を
含

む
避
難
対
策
、
避
難
所
の
運
営
・

管
理
、
自
主
防
災
組
織
等
の
見

直
し
が
重
点
項
目
。

問
地
す
べ
り
防
止
危
険
区
域

等
、
土
砂
災
害
危
険
区
域
内
の

避
難
場
所
、
避
難
経
路
等
、
詳

細
調
査
は
。

町
長
土
砂
災
害
危
険
地
域
等

に
つ
い
て
も
、
過
去
の
災
害
が

ど
の
よ
う
な
状
況
で
起
き
た
か
、

調
査
を
お
こ
な
い
、
考
慮
し
て

い
く
。

⑨ いちかわみさと議会だより

笠
井
雄
一
議
員

問
防
災
・
減
災
に
取
り
組
む

姿
勢
は
。

町
長
歴
史
か
ら
の
学
び
、
自

然
と
の
共
生
の
中
で
防
災
・
減

災
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
基
本

的
と
考
え
る
。

築
し
、
避
難
経
路
等
、
防
災
意

識
を
高
め
取
り
組
む
。

Ｆ両

６月３日八之尻地区の避難訓練



相
談
窓
口
の
新
設
を
。

町
長
昨
年
度
の
相

般
質
間

約
束
で
き
る
状
況
を
、
つ
く
り

な
が
ら
、
今
の
医
療
体
制
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
、
取
り
組
ん
で

い
く
。

問
生
活
困
窮
者
を
支
援
す
る
、

新病院設置維進室の目的は
０

グーｒ瀬正議員Ｏｊ１

－あらゆる面で調査､検討し

準備を進める－

問
町
立
病
院
の
改
築
を
は
じ

め
、
責
任
を
持
っ
て
守
る
、
具

体
的
な
政
治
姿
勢
を
明
確
に
す

問
整
理
機
構
の
方
針
変
更
な

ど
、
県
か
ら
の
話
は
。

町
長
新
機
構
に
つ
い
て
の
説

明
は
一
切
な
い
。

問
新
病
院
設
置
推
進
の
目
的

は
。町
長
峡
南
病
院
が
脱
退
し
３

病
院
統
合
は
、
協
議
会
、
調
査

検
討
委
員
会
も
解
散
と
な
っ
た
。

新
部
会
の
メ
ン
バ
ー
は
８
人
で

あ
り
問
題
が
大
き
く
、
皿
月
ま

で
の
審
議
を
進
め
る
上
で
、
部

会
長
と
い
う
立
場
で
は
難
し
い
。

職
員
２
人
の
力
を
借
り
な
が
ら
、

今
後
地
域
医
療
の
連
携
の
中
で
、

ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
た
、

あ
る
い
は
ど
の
程
度
の
規
模
が

必
要
か
、
財
政
負
担
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
面
で
調
査
、
検
討
し
準

備
を
進
め
て
い
く
。

町
長
医
師
の
派
遣
を
明
確
に
、

べ
き
と
思
う
が
。

問
地
域
医
療
交
付
金
の
活
用

に
つ
い
て
、
県
か
ら
の
説
明
は
。

町
長
県
か
ら
の
詳
し
い
説
明

は
受
け
て
い
な
い
。

伊

問
介
護
保
険
会
計
へ
、
一
般

財
源
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
。

町
長
政
令
で
は
負
担
割
合
が

決
め
ら
れ
て
い
る
。
保
険
料
の

減
額
は
生
活
全
般
の
相
談
が
必

要
で
あ
り
、
包
括
的
な
対
応
が
、

望
ま
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化

に
対
し
て
財
源
か
ら
の
繰
り
入

れ
は
。

町
長
財
政
運
営
、
費
用
負
担

等
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
今

後
充
分
な
検
討
、
研
究
が
必
要
、

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

対
応
を
図
っ
て
い
く
。

町
長
昨
年
度
の
相
談
件
数
は

”
件
。
生
活
保
護
に
な
っ
た
件

数
は
４
件
、
今
後
相
談
件
数
が

増
加
し
て
い
く
中
で
、
体
制
を

整
備
し
て
い
く
。

平成24年８月１日発行第28号

北部医療連携部会

一
一

問
資
格
証
明
書
を
受
け
取
っ

て
い
る
町
民
の
受
診
状
況
と
、

生
活
実
態
調
査
は
。

町
長
平
成
羽
年
度
の
状
況
で
、

７
月
下
旬
沼
世
帯
に
交
付
、
そ

厄＝ 亀
一

-、塾一
国

p屋‐

■

の
内
８
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。
⑩

対
象
者
に
は
再
三
連
絡
す
る
が

返
事
が
な
く
、
実
態
は
把
握
で
吟２

き
て
い
な
い
。
第

Ｌ

一一・

』



問
今
年
度
２
棟
計
画
が
あ
る

が
Ｂ
棟
も
同
じ
考
え
か
。

財
政
課
長
Ａ
棟
は
、
緊
急
の

必
要
に
よ
り
４
社
見
積
書
を
徴

し
た
中
で
随
契
と
し
た
、
Ｂ
棟

は
違
う
方
法
で
検
討
す
る
。

般
質
間

問
県
で
は
１
千
万
円
以
上
の

工
事
す
べ
て
一
般
競
争
入
札
に

拡
大
し
て
い
る
。
県
か
ら
の
指

導
は
な
い
の
か
、
町
で
も
同
様

に
一
般
競
争
入
札
、
公
募
型
、

工
事
希
望
型
指
名
競
争
入
札
の

導
入
の
検
討
を
。

町
長
指
名
競
争
入
札
に
比
べ

一
般
競
争
入
札
の
メ
リ
ッ
ト
は

公
平
性
や
機
会
均
等
、
透
明
性

問
落
札
率
が
高
い
、
そ
れ
を

下
げ
る
努
力
が
ほ
し
い
が
。

町
長
予
定
価
格
は
、
設
計
価

問
随
意
契
約
が
で
き
る
場
合

の
定
義
１
６
７
条
と
は
。

財
政
課
長
規
則
で
定
め
る
額

を
超
え
な
い
も
の
、
競
争
入
札

に
適
さ
な
い
も
の
、
緊
急
の
も

の
な
ど
。

公
共
工
事

ｌ
総
合
評
価
方
式
も
絡
め

問
山
保
地
区
の
住
宅
建
築
工

事
の
随
意
契
約
の
経
緯
は
。

財
政
課
長
建
設
課
で
起
案
し

町
内
の
大
工
さ
ん
に
受
注
で
き

る
よ
う
内
部
規
定
を
定
め
た
。

入
札
制
度
の
改
善
を
皿

行
っ
て
い
る
。

問
一
般
競
争
入
札
、
指
名
競

争
、
随
意
契
約
の
定
義
は
。

志
村
財
政
課
長
１
億
円
以
上

の
工
事
で
、
一
般
競
争
入
札
を

行
う
。
随
契
に
つ
い
て
は
地
方

自
治
法
施
行
令
１
６
７
条
の
２

の
規
定
に
基
づ
き
随
意
契
約
を

が
保
た
れ
る
こ
と
、
ま
た
低
価

格
入
札
に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ

る
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
事

務
の
煩
雑
化
や
、
時
間
を
要
す

る
こ
と
も
あ
る
。
公
募
型
、
希

望
型
指
名
入
札
は
公
募
や
希
望

を
行
っ
た
後
の
指
名
な
の
で
、

窓
意
や
偏
見
が
働
い
た
と
誤
解

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
総
合
評

価
方
式
の
入
札
も
絡
め
今
後
検

討
し
て
い
く
。

「
４

Ｆ

検
討
し
て
い
く
Ｉ

土
屋
恵
一
｜
一
郎
議
員

問
そ
う
い
う
数
字
で
も
で
き

る
と
理
解
し
て
も
良
い
か
。

町
長
業
者
の
方
々
が
、
努
力

一般競争入札が予定される六郷中学校特別教室

⑩いちかわみさと議会だより

格
を
精
査
し
落
と
し
て
決
め
て

い
る
。
厳
し
い
数
字
で
落
札
し

て
い
る
と
考
え
る
。

〆

問
落
札
率
帥
％
が
数
件
あ
る

が
、
希
望
通
り
の
工
事
が
行
わ

れ
た
か
。

加
藤
建
設
課
長
完
成
検
査
の

過
程
で
、
粗
雑
の
工
事
な
ど
は

な
い
。

問
指
名
競
争
入
札
の
選
定
基

準
に
明
確
な
ル
ー
ル
は
な
く
、

価
格
競
争
が
起
こ
り
に
く
い
と

思
う
。
早
急
に
一
般
競
争
入
札

を
導
入
し
財
政
再
建
に
役
立
て

る
よ
う
望
む
。

町
長
適
正
価
格
で
、
受
注
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
仕
事
を
し
て

ほ
し
い
、
一
般
競
争
入
札
の
拡

大
に
つ
い
て
は
努
力
し
て
い
く
。

~

さ
れ
、
赤
字
覚
悟
で
や
る
場
合

も
あ
る
、
そ
れ
で
や
れ
る
と
い

う
の
は
違
う
と
思
う
。



調
査
検
討
委
員
会
も
解
散
し
た
。

般
質
間

問
庁
内
で
新
病
院
設
置
推
進

室
を
設
置
し
た
目
的
、
事
務
分

掌
は
何
か
。

町
長
医
療
連
携
を
行
う
に
し

て
も
、
町
立
病
院
は
建
築
か
ら

羽
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
の
で
、
新
病
院
設
置
推
進

室
を
設
け
、
地
域
医
療
再
生
計
画

等
の
医
療
連
携
の
中
で
、
新
病
院

と
し
て
の
機
能
、
規
模
、
町
財
政

の
負
担
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
の

調
査
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

？、

峡南病院

⑫

どうなる救急医療!！
内藤 傭議員

一県に主導を要請一

問
病
院
設
置
協
議
会
は
な
ぜ

解
散
し
た
か
。

町
長
平
成
朗
年
皿
月
訂
日
、

市
川
三
郷
町
・
鰍
沢
町
新
病
院

設
置
協
議
会
を
設
立
し
、
三
つ

の
部
会
で
協
議
を
す
す
め
て
き

た
。
そ
の
部
会
の
一
つ
で
あ
る
医

療
機
能
部
会
が
３
月
７
日
に
開

催
さ
れ
、
新
病
院
の
医
療
提
供

体
制
の
素
案
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
は
、
鰍
沢
病
院
に

医
療
盗
源
を
集
約
す
る
、
市
川

三
郷
町
立
病
院
の
病
床
数
削
減

と
外
来
機
能
の
充
実
、
峡
南
病

院
の
廃
止
な
ど
と
す
る
も
の
だ
っ

た
。
部
会
で
は
、
こ
の
素
案
を
基

に
３
病
院
長
、
医
大
、
県
に
よ

る
修
正
案
の
検
討
を
要
請
し
た

が
、
新
病
院
の
規
模
や
医
療
提

供
体
制
に
つ
い
て
の
修
正
案
の

提
示
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

４
月
卵
日
に
開
催
さ
れ
た
第

３
回
協
議
会
に
お
い
て
、
峡
南

病
院
か
ら
、
協
議
会
の
趣
旨
と

は
異
な
る
病
院
経
営
方
針
だ
と

し
て
、
退
会
の
意
志
表
明
が
あ

り
承
認
さ
れ
た
。

３
病
院
の
経
営
統
合
が
望
ま

し
い
と
し
た
、
地
域
医
療
体
制

平成24年８月１日発行第28号

市川三郷町立病院

問
こ
の
問
題
は
、
北
部
地
域

の
住
民
生
命
と
安
全
を
守
る
と

い
う
原
点
か
ら
は
じ
ま
り
、
地

域
住
民
の
願
い
で
も
あ
っ
た
。

医
療
を
守
る
原
点
に
即
応
す

る
病
院
建
設
鶴
あ
る
い
は
機
能
別

役
割
、
色
々
な
こ
と
が
提
起
さ
れ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

先
日
、
新
た
に
北
部
地
域
医
療

連
携
部
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
こ

れ
か
ら
の
地
域
医
療
再
生
は
ど

う
な
る
か
。

町
長
県
が
主
導
す
る
第
一
回

北
部
医
療
連
携
部
会
が
、
６
月

５
日
開
催
さ
れ
、
機
能
分
担
、

役
割
分
担
、
機
能
連
携
、
経
営

形
態
な
ど
に
つ
い
て
、
協
議
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

騒誘託＝処

f~

鰍沢病院



「
防
災
士
」
の
資
格
と
は
？

自
助
、
共
助
、
公
助
を
原
則

と
し
て
、
公
助
と
の
連
携
に
努

め
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
知
識
や

技
能
を
発
揮
し
減
災
・
防
災
力

の
向
上
の
た
め
の
活
動
が
期
待

さ
れ
る
人
を
、
日
本
防
災
士
機

構
の
防
災
士
認
証
規
準
に
基
づ

い
て
防
災
士
と
な
り
ま
す
。

全
国
で
、
５
１
，
８
５
１
名

の
防
災
士
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

般
質
間

問
飲
料
水
の
確
保
は
防
災
対

策
と
と
も
に
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
な
お
一
層
の
対
策
と
し
て

井
戸
水
の
利
用
も
必
要
と
考
え

る
。
現
状
調
査
を
行
う
中
で
、

水
質
検
査
を
行
い
飲
料
水
と
し

て
適
合
出
来
る
状
態
に
し
て
お

く
事
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
高
額
な
検
査
料
の
補

助
も
必
要
で
は
。

礼疋

災
害
時
、
井
戸
を
利
用
し
水
の
確
保
を

⑲いちかわみさと議会だより

Ｌ
ｌ
調
査
、
現
状
把
握
に
努
め
る
Ｉ

問
県
で
は
防
災
士
資
格
の
取

得
費
用
の
助
成
を
市
町
村
に
対

し
て
本
年
度
か
ら
始
め
た
。
今
、

消
防
団
員
の
職
場
環
境
の
変
化

で
、
平
日
の
日
中
に
は
団
員
も

少
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
現

状
の
中
、
専
門
知
識
を
持
っ
た

防
災
士
の
役
割
は
重
要
だ
と
思

町
長
飲
料
水
の
確
保
は
重
要

課
題
で
あ
る
。
ま
ず
、
町
民
ひ

と
り
一
人
に
、
３
日
分
の
飲
料

水
の
確
保
を
お
願
い
し
て
い
る
。

町
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
上

水
道
、
さ
ら
に
川
の
水
な
ど
か

ら
飲
料
水
を
作
る
、
ろ
水
器
な

ど
備
え
て
水
の
確
保
に
努
め
て

い
る
。
災
害
時
に
井
戸
水
を
飲

料
水
と
し
て
使
用
す
る
に
は
不

安
も
あ
る
が
、
予
備
水
源
と
い

う
意
味
か
ら
調
査
、
現
状
把
握

を
し
て
い
く
。

Ｆ可

川
崎
充
朗
議
員

問
資
格
取
得
に
は
受
講
料
を

は
じ
め
、
研
修
会
場
や
研
修
日

程
に
お
い
て
も
負
担
が
大
き
い

と
思
う
が
、
山
梨
県
内
で
研
修

は
で
き
な
い
の
か
。

町
長
今
後
、
町
で
も
資
格
の

助
成
制
度
を
つ
く
り
防
災
士
の

育
成
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

研
修
会
場
に
つ
い
て
は
県
に
相

談
し
て
い
く
。

う
が
、
町
に
は
何
人
の
防
災
士

が
い
る
の
か
、
ま
た
、
連
携
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
平
成
別
年
５
月
現
在
で

２
人
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
地
域
の
防
災
力
向
上

の
た
め
協
力
体
制
を
構
築
し
て

い
き
た
い
。
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フ
ォ
レ
ス
ト
ベ
ン
チ
エ
法
と
は

一
般
質
問

噸回収BＯＸ
Ｌ

〆『』地域の防災力向-1ｺiのため
減災リーダーの育成を!！

宮崎博巳議員

一出前講座と併用し組･区の
会議等で底辺の拡大を図る－

（
Ｌ・鼠

問
巨
大
地
震
が
起
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
中
、
防
災
、
減
災

を
幅
広
く
住
民
に
啓
発
し
、
災

害
に
対
す
る
知
識
と
対
応
を
身

に
つ
け
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
、

減
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
必
要

と
考
え
る
が
。

町
長
防
災
意
識
の
向
上
や
自

助
・
共
助
の
訓
練
、
さ
ら
に
避

難
訓
練
な
ど
、
公
的
支
援
が
到

着
す
る
ま
で
の
、
被
害
拡
大
の

軽
減
対
策
は
、
重
要
で
あ
る
。

町
で
は
、
出
前
講
座
に
お
い
て

自
主
防
災
組
織
の
重
要
性
や
、

我
が
身
を
守
る
講
座
、
地
域
防

災
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
受
講
要

請
、
防
災
避
難
訓
練
を
行
っ
て

い
る
が
、
思
う
よ
う
な
実
績
は

出
て
い
な
い
。

今
後
、
県
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

講
座
参
加
の
呼
び
か
け
、
専
門

的
講
師
に
よ
る
講
義
な
ど
を
開

催
し
、
防
災
組
織
の
向
上
を
図

る
。

f"。

問
町
の
工
事
工
法
に
、
災
害

に
強
く
環
境
に
や
さ
し
い
、
全

天
候
フ
ォ
レ
ス
ト
ベ
ン
チ
エ
法

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
工
事
を
実
施
す
る
際
、

現
地
の
状
況
や
規
模
な
ど
に
よ

り
、
工
法
が
決
定
す
る
た
め
、

今
後
担
当
課
で
検
討
す
る
。

問
蛍
光
灯
、
乾
電
池
、
イ
ン

ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
な
ど
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
と
有
効
利
用
は
。

町
長
本
町
で
は
、
有
価
物
９

品
、
資
源
物
５
品
目
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
っ
て
お
り
、
乾
電
池

（
小
型
充
電
器
を
含
む
）
は
、

粗
大
ゴ
ミ
収
集
時
に
回
収
し
て

い
る
が
、
今
回
本
庁
舎
と
各
支

所
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
、

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
、
可

燃
物
、
蛍
光
灯
・
体
温
計
は
不

燃
物
で
回
収
、
今
後
は
リ
サ
イ

ク
ル
品
回
収
を
検
討
す
る
。

河
西
生
活
環
境
課
長
イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
、
南
ア
ル
プ

ス
市
内
で
対
応
し
て
い
る
所
が

あ
る
の
で
、
町
も
活
用
し
て
い

く
。

Ｆ、

日
Ｊ
凹
皿
Ⅱ
別
刷
Ｍ
』

源Ｉ

劇、

淵

》’

’'’
日

下症帝

鯵髪

、／

斜
面
を
棚
田
や
階
段
状
に
平
に
造

り
、
樹
木
を
植
え
根
を
は
ら
せ
る
。

垂
直
面
は
引
っ
張
り
力
で
固
定
し
崩

落
を
防
ぐ
工
法
。

、
》
。
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合議会 報 告組

第
１
回
定
例
会
３
月
型
日

羽
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
、
専
決
処
分
の
承
認
、
詔
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
、
鯉
年
度
一
般
会
計
予
算
の
３
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
で
は
、
肥
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
撹
祥
ポ
ン
プ
の

修
繕
費
の
追
加
、
歳
出
は
衛
生
費
の
ご
み
処
理
数
の
契
約
差
金
の
減
額
、

型
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
、
前
年
比
３
，
９
８
７
万
円
の
減
額
と
な

り
、
衛
生
費
の
工
事
請
負
費
の
減
額
が
主
な
要
因
で
す
。

第
１
回
臨
時
会
５
月
侶
日

６
月
１
日
よ
り
南
部
町
の
可
燃
ご
み
の
受
け
入
れ
に
伴
う
条
例
の
一
部

改
正
、
補
正
予
算
に
、
ご
み
処
理
機
防
臭
対
策
配
管
工
事
を
追
加
、
２
議

案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
報
告
志
村
公
人
）

請
願

第
１
回
定
例
会
３
月
羽
日

提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
条
例
改
正
３
件
、
邪
年
度
補
正
予
算
５
件
、
型

年
度
当
初
予
算
６
件
、
人
事
案
件
１
件
の
胴
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
改
正
は
職
員
の
定
数
、
勤
務
時
間
、
休
暇
、
各
施
設
に
お
い
て

の
使
用
料
金
、
休
館
日
の
一
部
改
正
で
す
。

邪
年
度
補
正
予
算
で
は
、
歳
入
は
繰
越
金
の
追
加
、
歳
出
は
財
政
調
整

基
金
の
積
立
金
が
主
な
も
の
、
別
年
度
当
初
予
算
の
総
額
は
羽
・
３
％
の

減
額
で
主
な
要
因
は
、
公
債
菅
〈
に
お
い
て
償
還
金
の
減
額
に
よ
る
も
の
、

勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計
に
お
い
て
、
体
育
館
耐
震
工
事
の
完

成
に
よ
り
前
年
度
よ
り
５
千
５
百
２
９
万
９
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

（
報
告
内
田
利
明
）

第
１
回
定
例
会
３
月
即
日

専
決
処
分
の
承
認
３
件
、
条
例
改
正
１
件
、
肥
年
度
補
正
予
算
３
件
、

型
年
度
当
初
予
算
３
件
、
監
査
委
員
の
同
意
１
件
の
ｕ
議
案
は
原
案
ど
お

り
可
決
、
承
認
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分
で
は
、
承
認
２
件
は
負
担
増
に
伴
う
、
共
済
金
の
追
加
、
廃

棄
物
最
終
処
分
場
の
規
約
変
更
で
す
。
条
例
改
正
は
、
危
険
物
の
規
制
に

関
す
る
一
部
改
正
、
躯
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
各
種
負
担
金
の

更
正
で
す
。

監
査
委
員
に
六
郷
地
区
の
深
沢
新
次
郎
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
報
告
井
上
達
雄
）

第
１
回
定
例
会
３
月
羽
日

別
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
２
件
の
３
議
案
は
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
型
年
度
し
尿
処
理
特
別
会
計
で
は
、
年
間
処
理
鎧
は
２

億
１
千
５
百
２
万
円
の
増
額
又
、
供
用
開
始
以
来
ｎ
年
目
と
な
り
本
年
度

か
ら
中
期
５
カ
年
整
備
計
画
を
計
画
、
防
食
工
事
５
，
１
４
５
万
円
を
計

上
、
火
葬
事
業
特
別
会
計
で
は
、
歳
出
で
２
，
４
３
７
万
円
の
減
額
で
、

主
な
要
因
は
前
年
度
休
憩
室
改
修
工
事
費
用
の
減
額
な
ど
に
よ
る
も
の
。

（
報
告
一
瀬
正
）

取
り
調
べ
の
全
過
程
の
可
視
化
を
求
め
る

意
見
害
の
採
択
を
求
め
る
請
願
害

請
願
人

日
本
国
民
救
済
会
山
梨
県
本
部

会
長
広
鵬
喜
栄
司

【
中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
〕

〔
峡
南
広
域
事
務
組
合
〕

内
閣
総
理
大
臣

法
務
大
臣

総
務
大
臣

⑮いちかわみさと議会だより

〔
三
郡
衛
生
組
合
〕

（
』

n言

〔
峡
‐
南
衛
生
組
合
〕

採
択

願

瀬

圭
月

一
三
口提

出
先

紹
介
議
員

~
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議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
宮
崎
博
巳

副
委
員
長
笠
井
雄
一

委
員
土
屋
恵
三
郎

市
川
朝
嗣

川
崎
充
朗

有
泉
希

臨
塵
匿
園

笑
い
と
い
う
も
の
は
人
に

と
っ
て
良
い
も
の
で
あ
り
、

心
身
と
も
に
健
康
で
い
ら
れ

る
秘
訣
に
も
な
っ
て
い
る
。

確
か
に
ぶ
つ
ち
よ
う
づ
ら
の

人
よ
り
、
笑
顔
で
い
る
人
の

方
が
章
ら
誉
れ
る
だ
ろ
う
．

暗
い
世
の
中
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
家
族
み
ん
な
が
暗
い

表
情
で
生
活
し
て
い
た
の
で
は

余
計
に
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り

病
気
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能

性
が
高
い
。

笑
い
と
い
う
の
は
す
ご
い

パ
ワ
ー
を
持
っ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽

し
そ
う
に
暮
ら
し
て
い
る
家

族
の
周
り
に
は
自
然
に
人
が

集
ま
っ
て
く
る
も
の
と
い
わ
れ
、

そ
れ
と
同
時
に
福
も
集
ま
る

も
の
だ
ろ
う
。

笑
い
の
ネ
タ
が
な
い
昨
今
、

全
国
隅
々
に
笑
い
と
、
パ
ワ
ー

が
と
び
か
う
こ
と
を
願
う
。

（
記
笠
井
雄
一
）

⑯

復一

Ｆ，


